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マッチオフィシャル（MO）の準備および大会期間中の任務 

大 会 前  

自宅での準備 研修会 

大会前に自宅での準備 

- 競技規則と関連する規則・通達を学習します。 

- 日本協会審判本部が提示している、競技規則

書・競技規則研究に関するガイドライン・競技

規則問題集（特に第２条、第４条、および第８

条に関連）を元に学習します。 

- 日本協会競技・審判本部からの通達された内容

（映像資料も含めて）を学習しておきます。 

- レフェリー評価者としての、評価方法について

確認しておきます。 

ＴＤ研修会への参加 大会前までに行われる競技規則試験に合格 

 

試 合 前  

服 装 機器類と広告に関する規定 テレビ 

- ＭＯは、通知に従って主催者によって定められ

た服装を着用しなければなりません。 

 

- 更に、ＭＯはすべての競技役員が指定された服

装に従っているか、管理すべきです。 

ＭＯは、大会関係者がコートの設置状況や機器、

および広告に関する規定を遵守していることを確

認しなければなりません。 

 

 

ＭＯは、大会関係者と協力し、テレビカメラマン

が試合中にベンチなど特別な場所での撮影を許可

するか否かを決めておきます。 
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試 合 中  

スーパーバイザー業務 通信機器 交代地域 ゲーム観察 

- 日本協会主催大会ではジャッジズ

テーブル（以下、記録席）で 2名の

ＴＤと一緒に業務を行わなければ

なりません。 

 

- タイムキーパーを担うＴＤ（以下、

ＴＫ）とスコアキーパーを担うＴＤ

（以下、ＳＫ）の 2名を指導する立

場として、チームワークで不測の事

態に備え、どのような状況にでも対

応できる準備をしておきます。 

- 日本協会競技・審判本部の指示に従

って、レフェリー、ＴＫ、ＳＫと通

信できるヘッドセットを使用して

ください。 

 

- 最新のルールに従ってレフェリー

とチームをサポートします。 

- 交代地域規定に従った振る舞いに

気を払います。 

本当に必要な場合以外は、ＭＯ席を

離れないようにします。 

- 試合にすべてを集中し、他の業務

をしてはいけません。 

- チームによる公式な抗議につなが

る、競技規則に従っていない判断

をすることを避けるため、適切な

判定を下さなければなりません。 

 

メモ： 

ＭＯは、事実観察に基づいてレフェ

リーが行った判定を除き、ゲームを

中断したり、規則違反についてレフ

ェリーに忠告を行う権利を持ってい

ます。 

試合中に特別な事態が発生した場

合、ＭＯは最終決定をしないといけ

ません。その場合は、直ちに大会委

員長等に連絡します。判断が難しい

場合は、最初に大会委員長に相談す

ることを推奨します。 
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試 合 後  

報告書 

競技規則と関連し、報告書の作成が必要となった場合は、報告書を裁定委員会に提出してください。 

チーム紹介時における不適切な振る舞いや、競技規則や通達等で禁止された装具を選手が使用した（試合前に正さずに競技に参加した）場合も含みます。 

 

一般的な任務（大会中の担当試合以外での業務）  

利用できるものとして ミーティング 

緊急時に電話やメッセージなど受けとれるように大会委員長に連絡先を伝え

ておきます。 

- チームと一緒にテクニカルミーティング（代表者会議）などに出席しま

す。 

- レフェリー・ＴＤが招集されるテクニカルミーティングに出席します。 

- その他必要に応じて、招待される各種会合に出席します。 

 

レフェリーのオブザーバー（評価者）としての活動 

- 担当の試合ではレフェリーオブザーバーとしても活動をします。 

- ソフトウェア”Dartfish”等の映像を使用し、レフェリーへの指導およびフィードバックを行います。 

- 各試合の後、レフェリー評価票をもとに、レフェリーペアと簡単なミーティングを行います。 

- レフェリー評価票を完成させ、審判長に提出します。 
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タイムキーパー／スコアキーパーとしての TD の準備および大会期間中の任務 

大 会 前  

自宅での準備 準備するべき項目 

大会前に各自家庭で準備すること 

- 競技規則と関連する規則・通達を学習します。 

- 日本協会審判本部が提示している、競技規則書・競技規則研究に関するガイ

ドライン・競技規則問題集（特に第２条、第４条、および第８条に関連）を

元に学習します。 

- 日本協会競技・審判本部からの通達された内容（映像資料も含めて）を学習

しておきます。 

- レフェリー評価者としての、評価方法について確認しておきます。 

- 競技規則の研究。 

ＴＤ会議等に参加すること 大会前までに行われる競技規則試験に

合格しておくこと 

 

試 合 前  

服 装 公式記録用紙 機器とその機能の確認 

- ＴＤは、通知に従って主催者によって定められた

服装を着用しなければなりません。 

 

- 更に、ＴＤはすべての競技役員が指定された服装

に従っているか、管理すべきです。 

- ＴＤは試合開始 10分前までに各チームの「チー

ム責任者」によって公式記録用紙にサインがされ

てあることを確認しなければならない。 

- ＴＤは記録席に予備のタイマー、タイムキーパー

のためのストップウォッチや笛（または他の合図

を送るための器具）などの必要な備品が準備され

ていることを確認しなければならない。 
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服 装 公式記録用紙 機器とその機能の確認 

   

- ＴＤは公式試合球が準備されてあることを確認し

なければならない。 

 

- ＴＤは会場責任者（競技会場の代表）と協力して

電算タイマーやスコアボードの機能が正常である

か確認しなければならない。 

 

- ＴＤは公式記録用紙が準備されてあるか確認しな

ければならない。ＴＤはＩＤカードを携帯する、

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを含むチーム役員が公式記録用紙

に記載されているかを確認しなければならない。 

- 大会の開始時のテクニカルミーティング（代表者

会議）において、決定された事項と最新のルール

に従って、以下のことが確認されなければならな

い。 

 

a. 選手の名前と番号の整合性：選手の番号と登録

番号とが合っているか（どの選手も大会期間中

は同じ番号のユニホームを着用しなければなら

ない）を確認しなければならない。 
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服 装 公式記録用紙 機器とその機能の確認 

   

b. 選手のユニホーム：各チームは大会開始前の代

表者会議で許可されたのユニホームを着用しな

ければならない。チーム名や都道府県名、メー

カーロゴ等、大会規程に則っているか確認しな

ければならない。 

 

c. 選手のユニホームの背面には少なくとも 20cm以

上で、前面には 10cm以上の大きさの番号を表示

しなければならない。使用可能な番号は 1から

99までである。 

 

d. 各チームのゴールキーパーは同じ色のユニホー

ムを着用しなければならない。 
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レフェリーのオブザーバー（評価者）としての活動 

監 督 コミュニケーション 交代地域 競技時間 試合観察 

- 開催地のタイムキーパーと

スコアキーパーをそれぞれ

監督する。チームワークの精

神を持って、どのような状況

でもサポートを行う。 

 

- 試合に指名された開催地の

タイムキーパーとスコアキ

ーパーとチームになりＴＤ

は監督する。 

 

- 可能な限り、試合の前後また

は試合中に起こる全ての出

来事に注意を払い、抗議につ

ながるように出来事を防ぐ

ように努めなければならな

い。また、試合中起こりうる

事象に対して説明責任を負

うことを肝に銘じておく。 

- ヘッドセット（通信機器）が

５台使用が可能な場合は、Ｍ

Ｏ、ＴＤ、およびレフェリー

で使用し、競技・審判本部に

よって提示された最新の指

示に従ってコミュニケーシ

ョンを図る。 

 

- ヘッドセットが最低の３台

の場合は、レフェリーおよび

ＭＯが使用する。 

- ＭＯと協力して競技規則お

よび交代地域規程従って交

代地域の秩序を保つ。 

- ＴＤには正確な競技時間を

管理する責任がある。競技時

間の管理が不適切な場合は、

ＭＯおよびレフェリーが正

確な競技時間を決定するこ

とができる。 

- 競技中は試合とスコアキー

パー、またタイムキーパーの

業務に集中して取り組むこ

と。 

 

- ＴＤの主な業務と責任は競

技が競技規則や各種規程に

則って正しく行われている

ことを確認することである。 

 

- 正当な抗議につながるよう

な状況を避けることに専念

しなければならない。 

 

- 一方で、ＴＤはレフェリーで

はない。レフェリーのみが事

実判定に関する責任を負う。 

 

- ＴＤは判定を下す権限は与

えられていないので、競技規

則運用に関し、求められれば

アドバイスをすることのみ

に徹する。 
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タイムキーパーとしての TD の追加業務 

- 競技時間、競技の中断、退場時間、選手の入退場に関する管理をすること。 

 

- タイムアウトの際には、即座に競技タイマーを止めること、試合再開の際には、競技タイマーを再開すること。タイムキーパーはレフェリーやＭＯが笛による 

合図で競技を中断した場合は、即座に競技タイマーを止めること。 

 

- レフェリーにより判定された全ての罰則を確認すること。 

 

- 以下の点を確認すること。 

a. 退場時間中に退場した選手が交代地域にいること。 

b. 失格した選手や役員が競技再開前に交代地域より去っていること。 

 

- レフェリーが 3回目の退場を判定し、その結果、失格となった選手にレッドカード（失格）であることをはっきりと伝えること。 

 

- それぞれの交代ラインの間のみを通って、選手が入退場することを監視すること。 

 

- レフェリーと協力してハーフタイム中に公式試合球に何らかの細工がされないように注意すること。 
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試合の流れに応じた MO および TD の任務（事例研究） 

＜MO および TD は最新の競技規則および競技運営に関する通知について理解しておく＞ 

 

試 合 前  

テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

必要な 

機器備品 

ホイッスル・公式記録用紙・タイムアウトグリーンカ

ード、イエローカード、レッドカード、マッチレポー

ト、チームオフィシャルＡ～Ｆ用ＩＤカード、予備カ

ード、公式試合球、予備ストップウォッチがない 

全てが揃っているかをＴＤが確認する。 

ない器具・備品は補充する。 

ＭＯ・ＴＤの任務 ＭＯ・ＴＤ 

公式掲示時計、退場者掲示が操作できない 予備のストップウォッチで計測、一定の間隔で

アナウンス、手動掲示板で残り時間を示す。 

ＭＯ・ＴＤの任務 ＭＯ・ＴＤ 

コート ベンチの位置などが不適切 修正する。必要に応じて緩衝剤、保護材でカバ

ーする。 

第１条 図３ ＭＯ・ＴＤ 

安全地帯の確保ができていない。危険な広告ボード。 修正する。必要に応じて緩衝剤、保護材でカバ

ーする。 

1:1 第２段落 ＭＯ・ＴＤ 

コート、ラインの不備 修正する 第１条 ＭＯ・ＴＤ 

準備 スコア記載の誤り 修正する  ＭＯ・ＴＤ 

選手の背番号がスコアシートに記載されている番号と

異なる 

試合前に提出されたメンバー表通りに修正を求

める 

4:8 第１段落 

17:3 第１段落" 

ＭＯ・ＴＤ 

メンバー表の提出が遅れる メンバー表の提出を求める。必要に応じて、公

式記録用紙に記入させる。 

 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 試合開前 10分前に公式記録用紙にチームオフィシャ

ルＡがサインしていない 

別のチームオフィシャルに責任者を呼ぶよう要

請する。必要に応じて公式記録用紙に署名を求

める。 

 ＭＯ・ＴＤ 

選手がオフィシャルミーティングで承認されていない

色のウェアを着用している 

承認を受けた色のウェアの着用を求める。解決

されない場合には、トーナメント表の後に記載

されているチームがユニホームを変更しなけれ

ばならない。したがって、チームは登録された

ユニホーム全色を持参しておかなくてはならな

い。公式記録用紙に記入する。 

 ＭＯ・ＴＤ 

両チームのユニホームが同系色 競技規則に従い修正を求める。 4:7 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

チーム内で着用しているサイクリングパンツの色が統

一されていない。 

サイクリングパンツの交換あるいは着用しない

よう求める。サイクリングパンツはチームで色

を統一し、かつユンホームの基調色と同色でな

ければならない。 

 ＭＯ・ＴＤ 

レフェリーのシャツとチームのユニホームが同系色 レフェリーは 5色目を選択する。問題がある場

合には、黒色のウェアを着用する。 

17:13 ＭＯ・ＴＤ 

ウォームアップ中に選手が負傷した。 試合開始 10分前までは、選手の交代を行うこと

ができる。 

 ＭＯ・ＴＤ 

ＧＫと相手チームＣＰのユニホームの色が同系色 修正を求める。必要に応じて、ＧＫが異なる色

のスリーブレスシャツを着用することで修正す

る。 

4:7 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 Ａチームの役員とＢチームのＣＰのユニホームが同系

色 

Ａチームの役員に修正を求める。 交代地域規程 ＭＯ・ＴＤ 

あるチームのユニホームの前面の選手番号がない。破

損した。 

ユニホームの変更を求める。必要に応じて、公

式記録用紙に記入する。 

4:6 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

選手がネックレスあるいはその他の（例：膝用プロテ

クター）、選手の安全を危険にさらすものを着用して

いる。 

修正を求める。改善されるまでは競技に参加す

ることができない。 

4:9 ＭＯ・ＴＤ 

試合前あるいはハーフタイム休憩後のチーム到着が遅

れている。 

公式記録用紙に記入をする。スポーツマンシッ

プに反する行為として、必要に応じてチーム責

任者に段階的罰則を与える。 

8:7 ＭＯ・ＴＤ 

片方のチームが現れない。 遅刻の理由を明確にする。到着見込時間を確認

する。 

 ＭＯ 

チーム紹介の前の準備のため、チームがコートを離れ

るのが遅すぎる。 

ＭＯ・ＴＤは速やかにコートを出るよう、準備

をするよう求める。公式記録用紙に記入する。

スポーツマンシップに反する行為としてチーム

責任者に罰則を与える。 

8:7 ＭＯ・ＴＤ 

チームが更衣室に行ったのち、チーム紹介に遅れてく

る。 

公式記録用紙に記入をする。スポーツマンシッ

プに反する行為としてチーム責任者に罰則を与

える。 

8:7 ＭＯ・ＴＤ 

チームにゴールキーパーが同行していない。 公式記録用紙には背番号のみでゴールキーパー

として記載する場所はない。コートプレーヤー

の中から 1名がゴールキーパーとなる。 

4:1 第１段落 ﾁｰﾑ責任者 

ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 チームにチーム責任者が同行していない チームオフィシャルの所在を明らかにする。必

要に応じ、登録していれば、試合に遅れて参加

するかどうかの確認。選手が公式記録用紙に署

名するなど、チーム責任者業務を引き継ぐこと

の可否を決定する。 

4:2 第１段落 ＭＯ 

チームがベンチ後方で通訳者を配置すること希望。し

かし、当該通訳者はチーム役員としてチームリストに

登録されている。 

チーム役員として登録されている場合に限り、

交代地域の後方に席を設けることが可能 

 ＭＯ 

チーム紹介のために整列しているとき、選手が自国国

旗を持っている。あるいは、相手チームの国歌演奏の

際に公正を欠く行為を行った。 

このような行為を著しくスポーツマンシップに

反する行為とみなし、報告書を伴う失格とす

る。公式記録用紙に記入をする。2分間退場は

適用されず、選手の補充も不可とする。 

8:10a 

16:11b 

ＭＯ・ＴＤ 

スコアボートの記録とスコアキーパーの記録とが一致

していない 

ＭＯ、ＴＤ、ローカルタイムキーパーで連携、

確認し、修正を求める。 

 ＭＯ・ＴＤ 

チーム責任者Ａが不在 他のチーム役員の中から 1名がＡとして指名さ

れなければならない 

4:2 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

ＴＶプロデューサーがスローオフ時間の延長を要請 必要に応じＭＯのみが決定する  ＭＯ・ＴＤ 

前の試合の遅れが原因で、試合時間を延期しなければ

ならない 

ＭＯが開始時間を決定する  ＭＯ・ＴＤ 

ＴＤが１人しか会場に来ていない ＭＯは別のＴＤを指名するか、他の方法で対応

する。 

 ＭＯ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 審判の一人がアップ中に負傷した ＭＯは控え審判員 1組を指名、あるいは別の方

法で対応する。 

 ＭＯ 

ＣＰがＧＫとしてプレーする際のスリーブレスシャツ

の使用 

ＴＤ及びＭＯが決定する  ＭＯ・ＴＤ 

交代地域エリアにボール（ボールケース）がある（試

合開始前、ハーフタイム終了後） 

ボールの撤去を求める。ボールケースごとベン

チの後方に置く 

1:1 第２段落 

交代地域規程 

ＴＤ 

 

 

試 合 中  

テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

時間管理 会場の公式時計が作動しない 予備の時計を使用し、アナウンスで一定の間隔

で競技時間を競技場内に知らせる。 

 ＭＯ・ＴＤ 

会場の公式時計が途中で故障 速やかに予備の時計を使用し、アナウンスで一

定の間隔で競技時間を競技場内に知らせる。 

 ＭＯ・ＴＤ 

会場の公式時計と使用中のストップウォッチに誤差が

生じた。 

ＭＯと協議し、必要な修正を行う。  ＭＯ・ＴＤ 

試合を中断できる（させなければならない）人物は？ 記録席に配置された者が試合を中断できる。Ｍ

Ｏ・ＴＤ・ローカルＴＫ、ＳＫ 

 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 会場の公式スコア―ボードに退場時間が表示できな

い。 

準備されている退場用シートを使用する。  ＭＯ・ＴＤ 

プレーヤーの明らかな得点チャンスにタイムキーパー

の笛で中断された。 

・守備側チームが交代違反：7mT 

・ボール所持側が交代違反：相手チームのフリ

ースロー 

・守備側チームのその他の反則：7mT 

・ボール所持側のその他の反則：相手チームの

フリースロー 

・無効なチームタイムアウトのホイッスル：7mT 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

プレーヤーの明らかな得点チャンスにＭＯの笛で中断

された。 

・守備側チームが交代違反：7mT 

・ボール所持側が交代違反：相手チームのフリ

ースロー 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

チーム 

タイムアウト 

チームオフィシャルがコーチングゾーンを出て、グリ

ーンカードを出すことを躊躇した。 

コーチングゾーンに戻す。再び起こった場合に

は、段階的に罰する。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

ＭＯが交代地域にいる選手もしくは役員に罰則を課す

ようレフェリーに指示している間に、そのチームから

チームタイムアウトの申請が出された。 

チームタイムアウトは認めず。グリーンカード

を差し戻す。選手もしくは役員に罰則を課す。 

交代地域規程 ＭＯ・ＴＤ 

選手・チーム役員が反スポーツマンシップによる行為

により、タイムキーパーが笛で試合を中断した状況

で、チーム役員がチームタイムアウトを申請した。 

チームタイムアウトを認める。選手・チーム役

員に罰則を課す。 

競技規則解釈３ ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 チームタイムアウトの条件が整っていない状況で、タ

イムキーパーが試合を中断した。 

グリーンカードを差し戻し、チームタイムアウ

トを認めない。 

適切な手続き・手順： 

・申請が可能な回数・時間 

・ボールの所持 

・グリーンカードをテーブルに置く、ＴＤに手

渡しする 

・当該チームのボールの所持が明らかである場

合にＴＤが笛を吹く 

・タイムキーパーは時計を止め計測を開始する 

競技規則解釈３ ＭＯ・ＴＤ 

60秒経過後に選手の準備が整っていない。 レフェリー、ＴＤ、ＭＯは選手に準備を促す。

スポーツマンシップに欠ける行為に関してはチ

ーム責任者に罰則を課す。 

交代地域規程 ＭＯ・ＴＤ 

スタンドのチーム役員がチームタイムアウトの最中に

チームに対してアドバイスを行う。 

アドバイスを控えさせる。繰り返しや程度によ

って、レフェリーが罰則を選手・チーム役員に

与える。 

交代地域規程 ＭＯ・ＴＤ 

チームＡが 57分に 2回目のチームタイムアウトを申

請。3枚目のグリーンカードはどうする。 

ＴＤが 55分を過ぎた段階で、3枚目を回収す

る。もしくはその時点で、3枚目を返却するよ

う求める。 

競技規則解釈３ ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 チームＡがボールを所有状態で、タイムアウト（ゲー

ムが中断）、同チームのチーム責任者がチームタイム

アウトを要請。 

チームタイムアウトは認められる：ＴＤは速や

かにホイッスルで合図。 

チームタイムアウトの終了後、なお、タイムア

ウトの終了後その理由が継続している場合に

は、試合再開までチームタイムアウトは例外的

に延長（交代地域規定に則る）。 

2:10 

競技規則解釈３ 

ＭＯ・ＴＤ 

交代地域内に 

おける行為 

チームリストに登録されていない者が交代地域内にい

る。 

・試合開前に修正（退出を指示する） 

・試合中：チーム責任者に罰則。かつ退出させ

る。 

4:2 第３段落 ＭＯ・ＴＤ 

コーチが立ち上がる。サイドライン沿いを歩く。 コーチングゾーンを出なければよい。スポーツ

マンシップに反する行為とはみなされない。 

 ＭＯ・ＴＤ 

コーチがジャッジズテーブルに向ってスポーツマンシ

ップに反する言葉を発した。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルを吹く。必要

に応じ、試合中断中にレフェリーに罰則を与え

るよう求める。 

 ＭＯ・ＴＤ 

交代地域の後方で選手がウォーミングアップ ボールの使用は認められない。常に動き続け、

ウォーミングアップをしないようであれば、椅

子に座らせる。ウォーミングアップ中に声を発

しての自チームへの指示、応援はできない。そ

の行為が行われていれば、まずは注意する。続

けるようであれば椅子に座らせる。それでも指

示に従わない場合には、罰則を適用するよう、

レフェリーに促す。 

 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 コーチが繰り返し、コーチングゾーンを離れて、選手

に指示する。 

初めは、改めさせる。繰り返し行われた場合に

は、レフェリーに罰則の適用を促す。  
ＭＯ・ＴＤ 

複数の選手/チーム役員がジャッジズテーブルの前で

立ち、コートの視野を妨げる。 

・座るよう求める。 

・繰り返し行われた場合は、レフェリーに罰則

の適用を促す。 
 

ＭＯ・ＴＤ 

レフェリーやＭＯに対する、コーチなどチーム役員に

よる継続的スポーツマンシップに欠ける行為 

レフェリーに罰則の適用を促す。  ＭＯ・ＴＤ 

観客に対する挑発的行為 レフェリーに罰則の適用を促す。  ＭＯ・ＴＤ 

5人目のチーム役員が試合中に交代エリアに入る。 登録されていない 5人目のオフィシャルは排

除、チーム責任者に罰則。 

 ＭＯ・ＴＤ 

ＭＯに報告せずに選手及びチーム役員が交代地域を退

出する。 

チーム役員：退出は認められるが交代地域の外

からの助言は認められない 

選手：交代地域の外からの干渉は認められない 

 ＭＯ・ＴＤ 

選手の負傷が深刻で、2名のチーム役員だけでは対処

でない。 

レフェリー、ＴＤ、ＭＯは治療を認め、人を増

やして運びだし、当該選手が必要とする治療の

観察を行う。 

 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

交代の違反 スコアシートに登録されていない選手がコートでプレ

ーしている 

チーム責任者に罰則を課す。選手に対する場即

は 8:3-8:10に基づく違反があった場合のみ。公

式記録用紙に記載。 

 ＭＯ・ＴＤ 

選手の入場が早すぎる ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。相手チームのフリースローも

しくは状況に応じて７ｍT 

4:4 第１段落 

4:5 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 

入場が早すぎる選手が交代エリアに走って戻った。 ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。相手チームのフリースローも

しくは状況に応じて７ｍT 

4:4 第１段落 

4:5 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 

交代してコートから出る選手が交代ラインの外側から

出た。 

ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。相手チームのフリースローも

しくは状況に応じて７ｍT 

4:4 第１段落 

4:5 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 

交代してコートに入る選手が交代ラインの外側から入

場した。 

ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。相手チームのフリースローも

しくは状況に応じて７ｍT  

4:4 第１段落 

4:5 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 

コート上に規定数以上の選手が存在 ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。相手チームのフリースローも

しくは状況に応じて７ｍT  

4:1 第１段落 

4:4 第１段落 

4:5 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 タイムアウト中の交代の違反 ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、当該者

に退場を求める。タイムアウト中も交代地域規

程は適用される。 

2:8 第４段落 

4:4 第３段落 

ＭＯ・ＴＤ 

複数の選手が同時に交代の違反 ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、最初に

違反した選手にのみ罰則が適用される。ＴＤは

違反した選手を指示し、レフェリーが退場を求

める。 

4:5 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

試合中にチームＡのコートプレーヤーがコート上に 7

人存在（ＧＫは除く）した。最後に入った選手が特定

できない。 

チーム責任者に 1名の退場者を決定させる。チ

ームが決定しない場合には、ＭＯが指名する。 

4:5 

4:6 第１段落 

ＭＯ・ＴＤ 

2分間退場処分の選手がコートの外に出る際に、スポ

ーツマンシップに反する行為を行った。 

ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、レフェ

リーに報告。レフェリーが追加で 2分間退場を

宣告する。4分間の退場。選手 1名がコートに

不在の状態。選手は 2度目の退場となる。 

16:9a ＭＯ・ＴＤ 

交代地域にいる選手の違反 ＴＤ・ＭＯは試合の中断をもとめ、レフェリー

に報告。レフェリーはＴＤ・ＭＯの指示に従っ

て罰則を課す。インプレー中であれば相手チー

ムのフリースローで再開（必要に応じて７ｍT） 

8:7 - 8:10 

交代地域規程 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 

退場あるいは失格した選手が交代エリアの外からコー

トを出た。 

基本的には罰則は課さない。ただし、反スポーツ

マンシップに反する行為、マナーにかける退出は

認められない（必要に応じてＴＤ・ＭＯはホイッ

スルを吹き、レフェリーに罰則を促す場合もあり

うる）。 

4:4 注 

8:7 - 8:10 

ＭＯ・ＴＤ 

コートに入る準備ができた選手が、誤って早すぎる入

場（足半分）。有利な状況には至らなかった。 

ＴＤ・ＭＯはホイッスルを吹かない。罰則には

当たらない。この状況はゴールエリアへの意図

的でない侵入に関する規則と同等に扱われる。 

6:2c 第２文 ＭＯ・ＴＤ 

退場 退場選手のコートへの入場が早すぎる ＴＤ・ＭＯは即座にホイッスルを吹き、レフェ

リーに報告。レフェリーが追加で 2分間退場を

宣告する。チームは最初の退場の残り時間をも

う 1名減らした状態で行う。当該選手は再び 2

分間の退場。選手は 2度目の退場となる。 

4:6 第２段落 ＭＯ・ＴＤ 

チームタイムアウトの時間以外にチーム役員がコート

に入った。 

明確に有利にならない限り容認する。チーム責

任者には報告、注意。繰り返し行われる場合に

はスポーツマンシップに反する行為として罰則

を課す。 

4:4 注 ＭＯ・ＴＤ 

チーム役員が憂慮すべき態度で試合進行を妨げる。 ＴＤ・ＭＯは次の試合中断時にあるいは必要に

応じて即座にホイッスルで合図。レフェリーは

違反の程度に応じて罰則を決定する。状況に合

う再開が決定できなければ、相手チームのスロ

ー、必要に応じて７ｍTとする。 

4:2 第２段落 

8:7 - 8:10 

交代地域規程 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 7人目の選手がコートに入った。その選手のスリーブ

レスシャツがゴールキーパーのユニホームの色と違っ

た。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図。 

コートプレーヤーと同じ色： 

相手チームのフリースローで再開。交代違反

で 2分間退場。 

他の色： 

相手チームのフリースローで再開、交代を改

め、プレーが認められるユニホームに着替え

る。 

4:1 第３段落 

4:7 

ＭＯ・ＴＤ 

３回目の退場 選手に対し、3度目の退場を宣告したが、レッドカー

ドを提示する様子がない。 

ＴＤ・ＭＯは試合を中断しレフェリーに知らせ

る。失格を宣告し、交代地域から退出させる。

失格者席に座わらせる。 

 ＭＯ・ＴＤ 

失格 失格となった選手／チーク役員が交代地域にとどま

る：退出しないで、失格者用席に座らない。 

修正（移動）させる。チーム責任者に罰則を課

す。 

4:2 第３段落 ＭＯ・ＴＤ 

失格した選手が観客エリアに座らず、ベンチやコート

の選手と接触できる場所に戻る 

修正（移動）させる。従わない場合やスポーツ

マンシップに反する行為については公式記録用

紙に記入する。 

16:8 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

競技規則 8：6及び 8:10に関し、ＴＤが報告書が必要

か否かを判断できる根拠（基準）は何か？ 

レフェリーはチーム責任者、ＴＤ・ＭＯに対し

てレッドカードを示した後、ブルーカードを示

し報告書つきの失格であることを報告 

16:8 第４段落 ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 失格処分に文書が必要-どのような手続きが必要か？ 決定直後（試合再開前）にチーム責任者とＴ

Ｄ・ＭＯの両者に対して報告、試合終了後に公

式記録用紙に記入する。 

16:8 第４段落 ＭＯ・ＴＤ 

ＴＤ・ＭＯがレフェリーの死角で失格処分にあたる行

為あったことを確認した。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルを吹きレフェ

リーに知らせ。反則を犯した選手への罰則を求

める。事実観察に基づくレフェリーによる決定

ではない。 

競技規則解釈７ ＴＤ 

ＴＤ・ＭＯがレフェリーが失格処分にあたる行為あっ

たことを確認するも、レフェリーは別の罰則を決定。 

ＴＤ・ＭＯからヘッドセットで知らせることは

可能だが、競技規則解釈７を遵守した介入によ

るものではない。そのため、介入にはＴＤのホ

イッスルによる合図が必要。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

5番の選手が受けるべきレッドカードを、レフェリー

が 10番の選手に対して示したことをＴＤ・ＭＯが確

認した 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図し、レ

フェリーに知らせる。レフェリーによる判定が

事実判定であることに基づき、レフェリーが間

違いでないと判断したのであれば、その判定を

に従う。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

チーム役員Ｃが前半に失格処分になるも、後半 5分経

過してもベンチに座っている。 

ＴＤ・ＭＯは次回の試合中断時にホイッスルを

吹いて合図。チーム責任者に対しての罰則をレ

フェリーに求める。チーム役員Ｃは交代エリア

から速やかに退出しなければならない。公式記

録用紙に記入する。 

4:3 第３段落 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 チーム責任者Ａが失格処分。その後チーム役員ＣがＡ

と話すためにベンチを離れる。 

ＴＤ・ＭＯは試合中断時にホイッスルで合図。

レフェリーに対し、チーム役員Ｃへスポーツマ

ンシップに反する行為として罰則を促す。公式

記録用紙へ記入する。 

交代地域規程 ＭＯ・ＴＤ 

チーム責任者Ａが前半に失格処分。後半にチームリス

トに記載されていない人物が交代地域に存在する。 

ＴＤ・ＭＯは試合中断時にホイッスルを吹き合

図。チーム責任者に対して罰則を付加する。リ

ストにない人物に退席を求める。公式記録用紙

に記入する。 

4:2 第３段落 ＭＯ・ＴＤ 

終了合図 フリースロー/７ｍTがまだ行われていない 終了合図の後にスローを実施：特別規定を適用 2:5 レフェリー 

ＴＤ 

フリースロー/７ｍT時に終了合図、まだボールが空

中にある 

ゴールインしても無効。スローを再び実施。 2:4 第２段落 レフェリー 

ＭＯ・ＴＤ 

インプレー中の反則：個人に対する罰則及び７ｍT ハーフタイム直前または終了直前、あるいは終

了合図と同時に反則があった場合には、違反と

みなす（罰則、フリースロー、７ｍT）。または

レフェリーが最終合図までに笛を吹かなかった

場合／最終合図の後に笛を吹かなかった場合も

同様。 

2:4 第１段落 ＴＤ 

フリースローや７ｍTが最終合図後に行われる状況

で、スローが行わる前に守備側チームが交代を希望 

認められない。誤った交代、コートに入ろうと

した選手が違反となる。レフェリーが退場を判

定する。 

2:5 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 最終合図の後、チームＡはフリースロー／７ｍTを実

行できる。チームＢは負傷したゴールキーパーの交代

を希望 

認められる、フェアプレイの精神、ゴールキー

パーの保護。 

ＩＨＦ通達  ＭＯ・ＴＤ 

チームＡのフリースロー。選手がジャンプしてスロー

を行う。レフェリーがゴールを認める。 

ＴＤ・ＭＯからの介入は不可能。状況回避のた

めレフェリーに正しいスローが行わるようにイ

ンカムで通知し自覚させる。 

競技規則解釈７ ＴＤ 

特殊な出来事 コートに物が投げ込まれる／置かれている ＴＤ・ＭＯは試合を中断する。レフェリーに知

らせる。チーム責任者、観客に対して試合が秩

序正しく行われるよう求める。中断の状況に相

応しいスローで競技を再開する。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

観客がコートを走る ＴＤ・ＭＯは試合を中断する。レフェリーに知

らせる。チーム責任者、観客に対して試合が秩

序正しく行われるよう求める。中断の状況に相

応しいスローで競技を再開する。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

試合前/ハーフタイム終了後にチームのコート到着が

遅れる 

公式記録用紙に記入する。必要に応じてスポー

ツマンシップに反する行為としてチーム責任者

に罰則を与える。 

 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 観客間の暴力 ＴＤ・ＭＯは試合を中断する。レフェリーに知

らせる。大会責任者、観客に対して試合が秩序

正しく行われるよう求める。中断の状況に相応

しいスローで競技を再開する。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

選手のユニホームがひどく破れているが、レフェリー

がそれを確認できていない。 

ＴＤ・ＭＯは次の試合中断時にホイッスルで合

図しレフェリーに知らせる。修正させる（着替

えさせる）。同じ番号が原則。 

 ＭＯ・ＴＤ 

選手が出血しているが、レフェリーは気づいていな

い。 

選手は求められずともコートを退出しなければ

ならない。必要に応じてＴＤ・ＭＯが即座にあ

るいは次の試合中断中に介入する。止血が確認

できるまでは、競技に参加することはできな

い。ＴＤが確認する。 

4:10 

競技規則解釈７ 

ＭＯ・ＴＤ 

ホームチームのあまりに多い観客がコートの周辺に立

って観戦している。 

安全地帯の確認と監視を行い。観客席の明確化

を求める。 

1:1 第２段落 ＭＯ・ＴＤ 

レフェリーの誤審に対して、ＴＤの対応は？ ・レフェリーの事実判定に基づく誤審：介入は

不可 

・競技規則の運用に反するレフェリーの決定:事

後の抗議回避のため、ＴＤは速やかにホイッ

スルで合図して、レフェリーが規則に反して

いることを知らせる。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 レフェリーに誤審に対し、チーム責任者Ａが抗議する

状況におけるＭＯの行動 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図する。

競技規則の運用に関する正当な抗議であれば、

レフェリーに相談し、正しい運用に改める。 

レフェリーの判定が事実判定に基づく場合は、

介入は不可。必要に応じ、競技規則の抗議該当

部分に関し、チーム責任者に助言する。 

競技規則解釈７ ＭＯ・ＴＤ 

チーム責任者が自チームに対して、試合を放棄するよ

うに強要する。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図する。

チーム責任者の失格処分（報告書つき）を求め

る。他のチーム役員及び選手が落ち着くように

努める。必要に応じその結果を会場内に伝え

る。 

8:10 ＭＯ・ＴＤ 

チームリストに記載されていない人物（会長や団長）

が自チームに対して、試合を断念するよう強要する。 

チーム役員に対して、正式に許可されている者

しか、試合に介入できないことを確認する。状

況に応じてチーム責任者に対して罰則を課す。

公式記録用紙に記入する。 

4:2 第３段落 ＭＯ・ＴＤ 

チーム役員ＢがＢＧＭに関して、競技役員、ＴＤ・Ｍ

Ｏに苦情を申し立てる。 

ＭＯは会場責任者/会場アナウンサーに連絡し修

正を求める 

 ＭＯ 

記録席からホイッスルで合図があるが、レフェリーは

気づいていない。プレーが続行中。 

レフェリーに気付かせるようあらゆる手段を用

いる。ホイッスル後に起こった行為はすべて無

効。ただし、タイムキーパーのホイッスルによ

る合図からレフェリーがそれに気づくまでに判

定される罰則は有効。 

2:9 注 ＭＯ・ＴＤ 
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テーマ 事 例 対処方法 参照規則 責任者 

 選手 15番が負傷し、レフェリーが入場を手で合図。

役員１名と選手１名がコートに入る。 

認められる。（資格のある２名のうち、うち１名

が退場選手でも認められる）。医療的処置を行う

際にのみコートへの入場が認められる。 

4:11 第１段落 

4:11 第２段落 

ＭＯ・ＴＤ 

選手 22番が交代地域を出て、更衣室へ移動。あるい

は残りの試合を観戦するために観客席へ移動した。 

試合の妨げにならない限り、移動を妨げること

はできない。しかし、選手であるので、罰則を

課せられる可能性はある。 

例：その選手がスポーツマンシップに反する行

為をした場合。 

交代地域規程 

最終段落 

ＭＯ・ＴＤ 

ＭＯ・ＴＤ・ＬＴＫ・ＬＳＫが体調不良でテーブルを

退出する。 

任務や責任は最初のメンバーで再編成される。  ＭＯ・ＴＤ 

試合後の正式抗議の回避策は、試合中の抗議につなが

りかねない事例は。 

ＩＨＦ大会の期間中では、試合終了後１時間以

内の抗議のみ認められる。また、費用が発生す

る。 

 ＭＯ・ＴＤ 
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ハーフタイム中 

事 例 対処方法 参照規則 責任者 

スコアシートのデータに食い違いがある 食い違う項目を明確にする。ＭＯ・ＴＤ、電算チームで連

携する。 

 ＭＯ・ＴＤ 

チームのコートへの到着遅れ 公式記録用紙に記入、スポーツマンシップに反する行為と

してチーム役員に罰則を課す 

 ＭＯ・ＴＤ 

 

 

試 合 後  

事 例 対処方法 参照規則 責任者 

７ｍTの最中にチーム役員から抗議 ＭＯ・ＴＤは７ｍTの実施を妨げないようにしてホイッス

ルで合図をする。チーム役員への失格処分をレフェリーに

求める。 

8:9 

8:10 

16:10 

ＭＯ・ＴＤ 

スコアシートのデータに食い違いがある 食い違う項目を明確にする。ＭＯ・ＴＤ、電算チームで連

携する。 

 ＭＯ・ＴＤ 

試合終了合図後の特殊な出来事（選手や役員による侮辱行

為など） 

レフェリーに知らせる：報告書を作成する。 16:11c ＭＯ・ＴＤ 
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７メートルスローコンテスト 

事 例 対処方法 参照規則 責任者 

チームＢの失格した選手が７ｍTに指名される 修正を求める 2:2 注 ＭＯ・ＴＤ 

チームＡが退場処分を受けた選手を指名した。 修正を求める 2:2 注 ＭＯ 

スローを行う選手とゴールキーパー以外の選手とチーム役

員はどこにいるべきか？ 

７ｍTコンテストに使用しない半分のコートの区域：セン

ターラインから交代ライン 4.5mの間には入ってはならな

い。 

 ＭＯ 

スローを行うチームのゴールキーパーの位置は。 コートサイドのサイドライン横。レフェリーの後方。  ＭＯ 

チームＢが一投ごとにゴールキーパーの交代を希望 認められる。 2:2 注 第１段落 ＭＯ 

チームＡがコートプレーヤーをゴールキーパーとして使用

することを希望 

認められる。 2:2 注 第１段落 ＭＯ 

初回ラウンドで引き分け後、第 2ラウンドでチームＢが選

手 15番を指名 

認められる。 2:2 注 第３段落 ＭＯ 

第 2ラウンドにおける７ｍTコンテストの第 1投者 初回ラウンドでの後攻チーム 2:2 注 第１段落 ＭＯ 

チームＢのゴールキーパーが第 2ラウンドでＡチームの７

ｍTの第 1投をセーブ。その後チームＢの第 1投者が得

点。 

チームＢの勝ち 2:2 注 第３段落 ＭＯ 
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事 例 対処方法 参照規則 責任者 

チームＢの７ｍT中、チームＡ選手/役員がコートの使用エ

ンドにいる。 

・スローの妨げになる場合： 

ＴＤ・ＭＯはホイッスルで合図、必要に応じてやり直し

をレフェリーに知らせ、違反した選手/役員の位置を修正

する。 

・スローの妨げとならない場合： 

ＴＤ・ＭＯは次のスローの前までにホイッスルで合図、

違反した選手/役員の位置を修正する。 

・再発時： 

ＴＤ・ＭＯは次のスローまでにホイッスルで合図、レフ

ェリーに失格処分を求める。 

2:2 注 レフェリー 

ＭＯ・ＴＤ 

７ｍT中、選手/役員がＭＯに対し侮辱行為 ＴＤ・ＭＯは次のスローのまでにホイッスルで合図、違反

した選手/役員の失格処分をレフェリーに求める（報告書付

き）。 

16:6e 

8:10a 

ＭＯ・ＴＤ 

指名され、スローする選手がＭＯに対し侮辱行為 ＴＤ・ＭＯは次のスローのまでにホイッスルで合図、違反

した選手/役員の失格処分をレフェリーに求める（報告書付

き）。失格した選手と他の選手の交代は可能。 

16:6e 

8:10a 

2:2 注 第４段落 

ＭＯ・ＴＤ 

チームＡが４、７、１１、１３、１９番の 5名を指名。選

手 13番が第 1投者としてスロー。 

認められる。アクションの必要なし。スローする順番は指

定されない。 

2:2 注 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

チームＡが４、７、１１、１３、１９番の 5名を指名。選

手１５番が第 1投者としてスロー。 

選手 15番を指名選手に交代させる。 2:2 注 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 
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事 例 対処方法 参照規則 責任者 

チームＢがゴールキーパーを７ｍTの投者に指名した。 認められる。アクションの必要なし。 2:2 注 第１段落 ＭＯ・ＴＤ 

チームＢは選手１５名を試合登録（１名余裕がある状態）。

７ｍスローコンテストの際に、１６番目の選手として新た

に１８番の追加登録を希望。 

認められない。追加登録が認められるのは、後半終了時及

び延長戦後半終了時までのみ。 

4:1 第４段落 ＭＯ・ＴＤ 

７ｍT失敗後、当該選手がスタンドへ移動した。 基本的には認めれる。違反ではない。スポーツマンシップ

に反する行為が重大な場合にはＴＤ・ＭＯは速やかにホイ

ッスルで合図、違反した選手の失格処分を求める。 

交代地域規程５ 

最終段落 

ＭＯ・ＴＤ 

指名選手１３番が７ｍT地点近くでなおトレーニングジャ

ケットを着たままである。 

当該選手にトレーニングジャケットを脱ぐよう求める。 4:7 ＭＯ・ＴＤ 

選手７番がスロー直前にスローを行う手を負傷。 選手交代が可能。 2:2 注 第４段落 ＭＯ・ＴＤ 

選手５番がスローを行い得点後、同一ラウンドで２回スロ

ーしたことが発覚。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図、レフェリーに報

告。ゴールは無効となり「スロー失敗」と記録される。ス

ポーツマンシップにかける態度が深刻な場合、違反した選

手の失格処分をレフェリーに求める。 

2:2 注 第４段落 ＭＯ・ＴＤ 

選手５番がスローを行い失敗後、同一ラウンドで２回スロ

ーしたことが発覚。 

ＴＤ・ＭＯは速やかにホイッスルで合図、レフェリーに報

告。「スロー失敗」と記録される。スポーツマンシップにか

ける態度が深刻な場合、違反した選手の失格処分をレフェ

リーに求める。 

2:2 注 第４段落 ＭＯ・ＴＤ 
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運営業務（大会役員・会場責任者と協働して） 

テーマ 業 務 

到着時の会場巡回 フロア、更衣室、ドーピング検査室、スコアボード、記録席、交代地域、コーチングゾーン、メディアゾー

ン、ミックスゾーン、インターネットアクセスセンター、役員・来賓等の控え室、ＡＤセンターなどを中心に

点検 

チームホテル訪問 施設/設備が期待に沿うかを全代表団と確認する 

以下を中心に： 

・食事の質と量     ・宿泊     ・ミーティングルーム     ・ランドリー 

・輸送スケジュール及び時間設定     ・開催者及びチームガイドとの連携 

デレゲートは代表団の課題や要請にこたえるため、食事やサービスの質を確認するためにランチやディナーを

共にすべきである。 

テクニカルミーティングの準備 ミーティングルームの確認 

すべての必要機材（プロジェクター、電源、インターネットアクセス、プリンター、全連盟及びデレゲートの

ネームプレート、国歌確認のための音響機器）が使用可能であるかを確認 

テクニカルミーティングにおける 

ＩＨＦ役員の職務 

・開会及び歓迎挨拶（代表者ら） 

・競技運営規程の確認（ＣＯＣ競技運営委員会） 

・競技規則の確認（ＰＲＣ競技規則レフェリー委員会） 

・ドーピング検査に関する確認 ＣＯＣが不在の場合にはＡＤＵ（アンチドーピングユニット） 

・チームリストの確認 －ＩＨＦ役員 

ＬＯＣ（開催地組織委員会）との 

ディリーミーティング 

・全試合日での反省 

・ポイントは運営上の諸問題、輸送、日程、ローカルタイムキーパー、ローカルスコアキーパーの業務状況 

・分析スタッフ及びスカウティングスタッフとの連携 

 


